
かごしま県民大学中央センター｢生涯学習だより｣Vol.33 令和２年11月発行(2/2)

令和２年度「かごしま⻘年塾」は，
７月の開講式から12月の閉講式まで，
全７回実施します。
これまで，宿泊研修や鹿児島にゆか

りのある企業リーダーの講演や講話，高
いポテンシャルを秘めた県内企業の訪問
など，充実した研修を実施しています。

市町村等が実施する情報モラルや情報セキュリティ，情報機器活用等に関する研修へ本センターの
職員が講師として出張し，研修講座等をサポートする事業です。また，市町村立学校で開催する家庭
教育学級においても，情報モラルの講話や親子プログラミング体験教室を行っています。

「親子プログラミング教室」

◇ 対象者 檍小学校児童23人，保護者14人
◇ 会 場 曽於市立檍小学校

「スクラッチ」というソフトを使って，ビジュアル･プログラミング

を体験してもらいました。１家族１台のタブレット端末を使って，

親子で話し合いながら，プログラミングを行いました。

親子で考えたプログラム通りに画面上のキャラクターが動く

と、「おお！」という歓声が上がったり，笑顔とともに「やったぁ!」

という声が聞かれたりして，和やかな雰囲気の中，楽しくプロ

グラミング体験をすることができました。皆さんの思いのあふ

れたすばらしい作品ができあがりました。

曽於市立檍小学校家庭教育学級
令和２年９月12日(土)

研修した内容について
シェアリング

「社会教育におけるＩＣＴの活用について」

◇ 対象者 姶良･伊佐地区社会教育関係職員23人
◇ 会 場 霧島市メディアセンター

最初に二人一組のペアになって遠隔会議システム(ＺＯＯＭ)
の体験をしてから，遠隔会議システムを取り入れた生涯学
習県民大学講座の先進的な取組や遠隔会議システムの
構成の工夫について紹介しました。
また，募集締切の設定などインターネットを活用した申込

フォームの作成の方法について実技演習に取り組んでもら
いました。
参加者からは， 「遠隔会議システムを活用した講座の企

画・運営について今後検討していきたい。」等の声が聞か
れました。

ＺＯＯＭを使ってグループごとに
分かれて自己紹介

姶良・伊佐地区社会教育関係職員研修会
令和２年10月16日(金)

アンプラグド・プログラミング体験
（講師からの命令を忠実に実行し，
プログラミングの仕組みを体験）

親子で仲良く協力しながら
プログラミング

『市町村等メディア研修支援』

塾生からは，｢宿泊研修で，縦のつながり，横のつながりど
ちらもつくることができた｡｣「経験のないこと知らないことを
意欲的に学習して，生き方，考え方を変えるきっかけになっ
た｡｣「各社とも，日本の文化を世界に発信する取組を行ってい
て、とても魅力的だった｡｣等の声が聞かれました。
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